
AccordingtooneagronomistfamiliarwiththeMekongDelta,
theregionisdividedintoseveralgeographicalpartsfromthe
pointofviewofriceagriculture.Amongthem,the・coastalc
omplex・isauniquearea,composedofsandridges,coastal
flats,inter-ridges,andmangroves.Thispaperfocusesonthe
featuresofoneparticularvillageinthecoastalcomplexdivi-
sioninordertogainabetterunderstandingofruralsocietyin
theMekongDelta.
HoaThuanvillageisintheeastofTraVinhcity,whichis
characterizedbyamultiethnicsociety.Khmer（Cambodian）
people,haveoccupiedthesandridgesfrom anearliertime
thantheKinh（Vietnamese）people,whoonlybeganliving
alongthesesmallriversintheearlynineteenthcentury,and
Hoa（OverseasChinese）havemixedintermittentlywithboth
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groups.
First,intensivefieldresearchinvolvedobservingnatural

conditionsofagricultureandlanduseinthecoastalcomplex
inordertodeterminetheprocessofsettlementandhowthe
landwascleared.Second,basedonaccountsofBuddhist
monksfromtemplesinlocalhamlets,thewriterdescribesthe
processofvillagedevelopment.ItwasfoundthatsomeKhmer
templeswerebuiltinthelatefourteenthcentury.Thechanges
inthepopulationsharesofeachethnicgroupandlandholding
fromtheFrenchcolonialperiodtotodayareanalyzedthrough
theresultsofinterviewswithvillageelders.Usingalsorelated
colonialdocumentsheldintheNationalArchives,thewriter
presentsahistoryofHoaThuan,givingattentiontothehis-
toricalrelationsintheethnicgroups,andfinallypointsout
howstructuralsocialproblemswerecausedbyFrenchcoloni-
alismandethnocentricnationalism.

はじめに

インドシナ半島を貫流するメコン川は、これまで流域諸国における広域

水資源開発の対象として国際的な関心を集めてきた。その下流部メコン・

デルタは、近未来における世界有数の食糧供給地として有望視されている。

しかし、そうした潜在力をよりよく開発するためには、基盤となる農村社

会の理解が不可欠である。

メコン・デルタ開発史における重要な画期は、インドシナがフランスの

植民地支配を被った時代にさかのぼる。筆者は、その時代のデルタ新田開

発に関する論考をこれまでにいくつか発表したことがある（1）。またここ数

年来デルタ各地を踏査する機会を得て、その地形的差異や農村諸社会の異

なる特徴に注目するようになった（2）。

本稿で取り上げたベトナム領チャヴィン省は、メコン・デルタの中央に

浮かぶ大きな中州の臨海部に位置する（図１）。同省の古い地名であるTra

Vang（茶聞）は、クメール（カンボジア）語のPracPrabang「仏陀の聖な

る池」に由来する（3）。その名の通り、省都の郊外にデルタ下流部には珍し
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いバライ（baray）が現存する。それは、かつてメコン流域にアンコール

帝国を築いたクメール民族（カンボジア人）末裔の足跡である。チャヴィ

ンには、先住クメール族、ベトナム・キン族、そして南中国からの移住者
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図１ メコン・デルタ地形区分

（出所） NguyenHuuChiem,・Geo-PedologicalStudyoftheMekongDelta,・『東南アジア

研究』（京大東南アジア研究センター）31巻２号，1993年，161ページから作成．



の子孫が共存する（4）。本稿で筆者は、同省砂丘上村落社会の現地調査を通

して、これまでほとんど内外でも明らかにされていないメコン・デルタ多

民族社会の一断面を具体的に考察する。

調査村には、チャヴィン市近郊のホアトゥアン村（1995年当時人口１万

7,000）を選んだ（図２参照）。ホアトゥアン村は東部をコチエン川に面し、

北部をコチエン川から引かれたチャヴィン水路およびチャヴィン市と接し

ている。同村のクメールとキンの両民族人口はほぼ同数であり、南北10

km・面積2,700haの細長い行政区内に分布している。同村は、97年から南

北２村（北の新ホアトゥアン村と南の新ホアロイ村）に分かれたが、本稿で用

いる「ホアトゥアン」は、旧村の領域を指すことをあらかじめお断りして

おく。

現地調査は、1994年と95年の２回の予備調査を経て、96年８月20日から

８月31日の雨季、および98年３月21日から同年３月26日の乾季に、計４回

行った（5）。それらの実態調査に基づいて、以下ではまずⅠで村の地形や土

壌、土地利用など農業の自然的諸条件を観察し、次にⅡで集落の立地、民

族構成、宗教・共同体建造物の調査を重ね合わせて、村の開拓過程を考察
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図２ チャヴィン省７県と調査村



する。さらにⅢにおいて、当該地域に関する公文書等の第１次史料（6）と農

民のインタビュー調査から得られたデータを利用して、開拓の社会過程を

再構成する。当該地域の農業社会が地域の自然環境とどのように適合して

成立したか、また多民族社会の歴史過程とその構造的諸問題を明らかにし

たい。

Ⅰ 自然的条件から見た農業開拓の過程

（1） メコン・デルタ海岸複合地形と稲作の近代化

メコン川の本流ティエンザン川は、ヴィンロン付近でいくつもの支流に

分かれる。そのうち一番西のコチエン川とメコンのもう１つの分流ハウザ

ン川に挟まれた大きな砂州が、メコン・デルタ中央部を占める。その砂州

は上流側にヴィンロン省、下流にチャヴィン省を含む。チャヴィン省は、

チベットの渓谷から4,000kmを流れ下った大河メコンが南シナ海に注ぐ最

下流部にある。そこは、砂丘と海岸平野、砂丘列に挟まれた低地そして沿

岸部のマングローブ樹林帯から構成される典型的な海岸複合地形である

（図１参照）。

この地形を最も特徴づける砂丘列は、とりわけ同省南部において、海岸

線と平行に緩やかな円弧を描いて何層も発達している。砂丘は標高２mか

ら４m以内、また幅500m－２km、長さわずか５mから40kmにおよぶも

のまで、様々な規模で存在する。砂丘列の間には、砂丘の斜面を下って海

抜１m以内の低地が存在し、窪地や自然小河川沿いの湿地部分が含まれ

る。下流沿岸部は、乾季（11月から４月）になれば潮汐が浸入する。海岸

平野部の塩分を含む土壌問題は、降雨量の少なさと並んで、同省の農業発

展の大きな桎梏と見なされてきた（7）。

表１によれば、同省のなかでVinhLong省に接する北部２県（CangLong、

CauKe）の籾生産量が多いことがわかる。両県とも乾季の潮水浸入をほと

んど受けないために土壌の塩分濃度は低く、またVinhLong省内の自然
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河川からハウザン川の真水を容易に取り込むことができる。CangLong、

CauKe、TieuCan諸県は冬春米の農地面積・生産量が多い。これらは乾

季の灌漑農業が行われていることを示している。そのうえ夏秋米（短期収

穫型の高収量稲）の栽培も行われる。天水に依存する栽培期間が長期に及

ぶ伝統的雨季稲の栽培面積は、南部のChauThanh、TraCu、CauNgang

などの諸県より少ない。このように北部諸県は、省内における水田耕作の

先進地域である。

これに対して同省の南は沿岸部に近づくほど、籾の生産量は少ない。し

かもほとんどが伝統的な雨季稲栽培が中心である。CauNgang、TraCu

の砂丘列間の低地では、雨季になると高畦の、貯水池のように満々と水を

はった水田をよく見る。農民は土壌の塩分濃度を下げるために、降雨によっ

て水田に十分な水を供給した後に、遅い田植えを行う。刈り取りは、乾季

に入り塩水の土壌表面への上昇が始まる前に行われる（8）。ホアトゥアン村

を含むChauThanh県も1990年代初頭まで水田の灌漑面積は少なく、雨

季稲を中心に栽培していた。村の灌漑水路の建設が80年代後半から始まり、

コメの二期作は順次達成されつつある。

チャヴィン省政府は、真水を供給する運河建設や潮水の浸入をせき止め

る水門建設を、農業近代化の方策として推進している。塩分濃度の高い土

壌の改良および乾季の灌漑農業促進を目的に、べトナム戦争後の1977年前

後と80年代半ばから、ヴィンロン省から真水を引く幹線水路の工事に力を
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表１ チャヴィン省７県の米生産状況（1990年） （単位 ha・トン）

県名
年生産 冬春稲 夏秋稲 雨季稲

面積 生産量 面積 収量 面積 収量 面積 収量

CangLong

CauKe

TieuCan

ChauThanh

TraCu

CauNgang

DuyenHai

32,527

27,905

19,327

22,253

19,556

15,246

3,679

113,606

107,022

65,612

60,750

56,781

41,818

9,420

9,524

5,450

4,435

638

890

－

－

42,713

25,506

18,828

2,066

3,133

－

－

14,361

14,048

7,281

4,782

2,649

2,171

171

40,088

52,744

21,644

9,867

8,289

6,390

522

8,642

8,407

7,611

16,833

16,017

13,075

3,508

30,805

28,772

25,140

48,817

45,359

35,428

8,898

（出典） VuNongNghiep-TongCucThongKeSoLieuThongKeNongNghiep35Nam（1956－1990）,

1991,Hanoi,p.586.



入れている。地方政府による主要運河の建設が終わると、県や村の指揮の

下で、農民たちは自分の農地へ真水を引くための第２次・第３次水路を掘っ

て、運河網を拡大している（9）。

（2） ホアトゥアン村の地形と土壌

調査村ホアトゥアンは村の北をコチエン川（対岸はベンチェ省）、東をフ

ンミイ村、南はフックハオ村、南西はダロック村、そしてチャヴィン水路

を越えて北西部にはロンズック村と接している（10）。

村の中央には背骨のように行政区全体を貫いて走る砂丘が存在する。比

較的標高の高い砂丘は２m前後から最高3.6m程度で、北にゆくほどそれ

は低く、幅も狭くなってしまう。南に向かって幅は広くなり、さらに村の

南境にゆくにつれ再び狭くなる。村の中央部では主たる砂丘の西側に第２

次砂丘とも言うべきやや標高の低い砂丘が沿っている（図３）。

砂丘の東西両側は緩やかに傾斜して低地へつづく。低地の標高はどこも

１m以下である。砂丘を中心に東と西でそれぞれの高低差を比較してみ

よう。まず砂丘の東部は西部よりやや標高は高い。東部の低地は、村の北

から中央部にかけて海抜0.9mほどであり、低地としては最も標高がある。

このような地形によってコチエン川からの浸水が避けられる一方で、土地

自体はさらに低位の土地と比べて水不足に陥りやすい欠点がある。南に下

るにつれ標高は0.8mから少しずつ低くなって0.6m程度となる。他方、砂

丘の西側でも、南にいくほど0.6mから0.7mほどの低い土地が多い。

砂丘の東側の低地には小さな自然の川がいくつもあり、コチエン川に注

ぐ。砂丘の西側にも、チャヴィン水路に注ぐ自然小水路がいくつかある。

こうした小川の周辺は土地が低いために、雨季には雨水があふれて洪水状

態が続き、乾季にはコチエン川やチャヴィン水路をさかのぼる潮水の浸入

により土壌が塩分で汚染される恐れがある。低地の窪地にたまった水が酸

性土壌の問題を引き起こす。また土中の塩分は、コチエン川に近い村の北

部ほど高い。北部の砂丘では地下水に塩分を含む。

地形の断面模式図（地形モデル）を次に掲げる（図４参照）。砂丘はフラ
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ンス期の史料ではGiongと総称され、もっぱらクメール人の村落が立地

する高みと記された。ホアトゥアン村では、砂丘上の最も高い部分の農地

をRuongRoc、２次砂丘上の土地をDatGoと呼んでいる。砂丘両側の傾

斜面を DongTrien、また砂丘東部の低地を DongTran、西部の低地を

DongOと言う。

砂丘上とその斜面では、雨季の天水に依存した稲作と、地下水を利用す

る乾季の畑作が昔から営まれている。主たる砂丘と２次砂丘の間は稲作と

畑作の好条件を備えている。また低地では稲作がもっぱら行われた。小川

を含まない低地であれば、標高のより低い土地の方が雨水を集めて水田を

作りやすい。降雨量の少ないチャヴィンにおいては、低地の水田立地の条

件は、小川流域を含まず、かつ低い土地ほど有利である。つまり、村の南

部ほど低地の標高が低くなり、水田の立地条件は優位にある。これに対し

て、北部の東側に位置する低地水田は水不足と土壌の高塩分濃度によって
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図３ ホアトゥアン村の地形（砂丘・低地・自然小河川）

数字は海抜を表示



農業環境が劣ると考えられる。

砂丘上の土地は、水田や畑などの農地の他屋敷地を含む集落や小道、県

道、宗教・公共施設に利用され、残りは、竹林等に覆われている。砂丘上

の農地は、人口の増加やチャヴィン市街地の周辺部拡大によって縮小傾向

にある。その一方で村の中心から南の地域では、RuongRocやDatGoは

雨季作の水田もしくは畑地、乾季には畑作地としてもっぱら利用されてい

る。

砂丘の斜面は、畑や低地水田の苗代用地および水田に、低地部はもっぱ

ら水田として利用される。一方低地のうち、前述のように村北部のDong

Tranの土壌は、乾季には潮水の影響を強く受けるために塩分度が高い。

村の南部の低地（DongTran�DongOとも）の方が水田耕作に有利である。

但し南部の自然河川の周辺低地は、最近に至るまで水田化は遅れた。

現在では低地に水利設備（ポンプ利用の排水・灌漑用水路）が建設されて

二期作が達成される地区も現れ、砂丘や斜面の水田よりも低地の水田の方

が高収量と見なされるようになってきた。また新しい水路沿いには少しず

つ集落の形成が始まり、盛り土の高みに畑作および果樹（バナナやココヤシ

など）栽培が試みられている。

以上の観察から、同地域の農業開拓の過程を筆者は次のように考える。

まず、大昔は沿岸部であった砂丘は、現在の沿岸部がそうであるように、

汽水地域の植生であるマングローヴに覆われていた。しかし砂丘地域が陸

地化するにつれてマングローヴは次第に消滅し、砂丘とその斜面は竹林に

覆われた。竹は砂丘の地下水に根を下ろして繁茂できる環境適合植物だっ

たと考えられる。砂丘と砂丘の間の低地は塩分土壌と乾季の水不足によっ
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図４ 地形断面模式図と呼称

（注） 数字は海抜を表示．



て、窪地に限られた草類のみ生育した。自然水路沿いには塩水に強いニッ

パヤシ類の植物が繁茂していただろう。

開拓の原風景を以上のように想定すると、ホアトゥアンの農業開拓は、

用水の確保が容易な地形、土壌の塩分濃度が低いこと、自然排水の容易さ

などの諸条件を満たす砂丘上と斜面がまず農地として開発され、その後に

低地の開発に進んだという時間的流れが仮定できる。また村の南部ほど農

業の土壌条件・水環境が良いことから、古い開拓は村の南が北部や中央部

よりは先に進行した。さらに砂丘の北にゆくほど、また低地では川や水路

および窪地に近づくほどに農業生産は容易ではなく、そのような土地の開

田時期は遅かったと考えられる。

Ⅱ 集落の形成過程

（1） 行政組織

現在のメコン・デルタの地方行政は、Tinh（省）の下にHuyen（県）が

置かれ、その下に最末端行政組織として のXa（村落）がある。しかしXa

は複数の集落Ap（邑）を束ねる、農村統治の便宜的組織である。ホアトゥ

アンにおいては、Apこそが実態を伴う地縁社会の農村単位である。これ

には後述するような歴史背景がある。Apは、現在はさらに30戸前後の隣

組Toに分けられる。

Toの起源は、大野の聞き取りによれば、1980年代にある。農業の集団

化を指向した時代の落とし子のようだ。Toは平均30戸前後の世帯（120人－

150人程度）から成り、社会主義体制の確立を目指した農村生産隊の一単位

であった。ToにはToTruong（組長）がいて、まとめ役を担わされてい

る。ToTruongは３級水路の掘削や補修にXaやHuyenの機関の指示を

受けて農民を召集したり、農民銀行から融資を希望する者に書類を書いた

り、税の軽減を求める農民を世話してAp長に掛け合ったりする（11）。

自治集団であるApの代表者ApTruong（集落長）は成員の税簿を毎年
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修正管理し、県政府の出す委任証書を有した収税係が納税額を徴収する。

従来は毎月４万ドンの報酬を受けたが、1996年から年一括払いで70万ドン

が支給されることとなった。Apで集められた税はXaに提出され、各Ap

の納税金はまとめてXaから県政府に提出される（12）。

Apの自治を具体的に担うのはApTruong（副Ap長）、ApDoil、Cong

Anの３ ４人である。ApTruongはXaの行政幹部に選ばれた者を、住

民が建前上は選挙する方式で選出される。彼の仕事はAp内の安寧と住民

の把握の他、稲作の問題点（病虫害など）をいち早くとらえてXaに連絡

し、省政府の勧農センターの指導を仰いだりする。また就学年齢に達する

予定の子供の家庭を訪ねて就学を指導する。Apの例会を月１回開催する。

XaはApに決められた年間スケジュールを指導する（13）。

個々の農民にとって最も関心の高い税負担額（農地税、宅地税、水利税な

ど）は、以上のように農民の状況から判断してApのレヴェルでほぼ決め

られる。しかし徴税額の公式の認可は県政府が決定する。ApとHuyen

の関係は、Xaを飛び越えて結ばれている。

（2） 各集落の人口と農地規模の細分化

旧ホアトゥアン村は10の集落から構成された（図５参照）。チャヴィン市

から東に伸びた県道の北側から順に、チャヴィン水路がコチエン川に注ぐ

最北端の集落VinhBao、その南にXuanThanh集落、さらにその南にKy

La集落、コチエン川沿いにVinhLoi集落の４集落が位置する。県道が南

下する地点からは西側にDaCan集落、県道を挟んで東側にBichTri集

落、DaCanの南にTriPhong集落、その東側県道沿いにChangMat集

落、さらにその南にQuiNong集落と続き、村最南端の集落DaHoaに至

る。

村の総人口は１万7,180（1995年10月現在）、世帯総数は3,280戸である（表

２参照）。集落の平均人口はほぼ1,500人前後と見ることができるが、村の

南部に位置するChangMatとQuiNongの両集落は１集落で平均的集落

の２倍の人口規模である。また表２から算出される１家族の人数は村全体
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の平均では、5.2人。集落別ではBichTriとQuiNong両集落が最大で、5.

8人となった。最小はTriPhong集落の4.3人である。どちらも、夫婦と子

供（２から３人）の核家族が普通であることがうかがわれる。

次に各部落の土地利用の様子を表３から見ることができる。村の総面積

2,710haのうち、農地は全体の約90％（2,409ha）を占めている。宅地は2.6

％、公有地（公共用地や道路・水路など）が4.1％、その他（宗教用地や私的林

野等）が4.4％を占める。農地面積が最も大きいのは、先のQuiNong集落

の522haである。

最小規模はVinhBao集落の32haである。VinBaoの総世帯237戸のう

ち農家は95戸、漁業を営む世帯が39戸、集落の半数以上は非農業世帯であ

る。

124

図５ ホアトゥアン村の10集落の位置

県道



表２と表３から、１戸あたりの平均農地面積を単純に算出すると１戸あ

たり平均0.73haとなる。メコン・デルタ村落の平均値と比べて非常に小

規模である。ホアトゥアン村で村の平均値を上回る集落は、VinhLoi、

QuiNong、DaHoa、BichTri、TriPhongの５集落で、平均を下回る部落

はKyLa、DaCan、ChangMatおよびXuanThanhである（表４参照）。

ホアトゥアン村役場の提供資料によれば、土地使用権の保有規模は表５

の通りである。全体の約45％は、農地0.1haから１haの規模の範囲にある。

１haを越える保有規模者は全体の17.3％であるのに対して、0.1ha以下は
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表２ ホアトゥアン村集落別人口（1995年10月）

集落名（Ap） 人口 世帯数

VinhBao

XuanThanh

KyLa

VinhLoi

BichTri

DaCan

TriPhong

ChangMat

QuiNong

DaHoa

1,331（7.7％）

1,603（9.3％）

1,690（9.8％）

1,259（7.3％）

1,229（7.2％）

1,406（8.2％）

1,558（9.1％）

2,610（15.2％）

2,956（17.2％）

1,538（9.0％）

,237（7.2％）

,344（10.5％）

,347（10.6％）

,225（6.9％）

,212（6.5％）

,264（8.0％）

,359（10.9％）

,492（15.0％）

,511（15.6％）

,289（8.8％）

合計 17,180（100％） 3,280（100％）

（出所） ホアトゥアン村役場提供資料．

表３ ホアトゥアン村の集落別土地利用（1995年10月現在） （単位 ha）

Ap 総面積 農地面積 宅地 公有地 その他

VinhBao

XuanThanh

KyLa

VinhLoi

BichTri

DaCan

TriPhong

ChangMat

QuiNong

DaHoa

45.99

258.22

170.68

362.10

196.49

148.21

331.94

276.16

568.30

352.10

,32.72（1.4％）

,238.86（9.9％）

,154.76（6.4％）

,264.79（11.0％）

,184.83（7.7％）

,134.24（5.6％）

,302.96（12.6％）

,255.66（10.6％）

,522.41（21.7％）

,317.84（13.2％）

5.18

7.84

9.25

6.15

6.02

5.60

7.43

8.84

10.68

5.28

2.81

7.04

6.56

3.23

4.74

8.37

20.5

10.71

21.43

25.66

5.28

4.48

0.11

87.93

0.90

1.05

0.95

13.78

3.32

合計 2,710.19 2,409.07（100％） 72.27 111.05 117.80

（出所） ホアトゥアン村役場提供．



38％である。１ha以下の規模の農家は82.7％に達している（14）。フランス

時代の土地所有平均規模と比較すれば、現在のそれらは格段に小規模化し

た。後に触れるように、仏領期のチャヴィンのこの地域の土地保有規模は、

かなりの階層差を特徴としていた（15）。大土地所有者の存在は、一方でそ

の土地を耕作する小作人もしくは土地なし層の存在を想定させる。このよ

うな土地所有の不平等を示す農民階層分化は、20世紀初頭に大いに進んだ

と筆者は考える。農民の聞き取り調査から、大地主の土地集積は20世紀の

上四半期まで見られ、その後フランス植民地支配を後退させた革命と抗仏

戦争のなかで、土地所有規模は加速度的に減少していったことがわかる。

人口圧による土地の細分化は収益率を低下させる。現在のところ肥料の

投入や二期作化による増産が、土地細分化の結果引き起こされる農業問題

を緩和するのに役立っている。とはいえ、このまま人口増加が続くなら将

来には深刻な農業不安を生じることは必至である。
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表４ 各集落の１戸あたり平均農地面積

VinhLoi

DaHoa

QuiNong

BichTri

TriPhong

1.173ha

1.097ha

1.022ha

0.868ha

0.841ha

XuanThanh

ChangMat

DaCan

KyLa

VinhBao

0.691ha

0.518ha

0.508ha

0.444ha

0.135ha

（出所） 表２，表３より筆者算出．

表５ ホアトゥアン村土地使用規模別割合（1995年）

使用規模 戸数 割合

3ha以上

2haから3ha.

1haから2ha.

0.1haから1ha

0.1ha以下

土地なし

22

99

446

1,446

605

642

0.7％

3.0％

13.6％

44.7％

18.4％

19.6％

計 3,260 100％

（注） 表２の農家総数3,280戸に対して20戸少ない．その理由は

不明．

（出所） ホアトゥアン村役場提供．



（3） 民族分布

ホアトゥアン村の民族構成は、キン族が多数派とはいえ、人口の46.7％

をクメール族が占める。この人口比はチャヴィン省全村落の平均より17％

も高い。各集落ごとの民族別人口の状況は表６に示される。

クメール族の方がキン族より多い集落は、村の中央部から南に位置する

BichTri、DaCan、TriPhong、QuiNong、DaHoaの５集落である。南部

集落のQuiNongはホアトゥアン村で最大規模のクメール人社会であり、

また最南端のDaHoaでは住民の96％がクメール族で占められている。南

部では例外的に、ChangMat集落が、キン族の多数派（67％）集落である。

これに対して村の北部は、キン族が優勢である。最北端のVinhBaoと

VinhLoi両集落にはクメール人は全く住んでいない。XuanThanhも99

％がキン族である。

中国系はわずか56人、人口比0.3％にすぎない。ただし、聞き取り調査

の過程で中国人を祖先に持つキン族の例は多く（特にChangMat集落）、そ

のようなキン族は村のなかでは相対的に裕福で集落の自治に携わる場合が

多い。また土地所有規模から見た民族別社会階層では、最大土地保有規模

の農家は、祖先に中国人を含む例が多い。一方、土地を全く持たない農民

のうちでクメール系がしめる割合は高い。

一般にチャヴィン省西部のハウザン川沿いの地域には、クメール人が多

数派である村は多い。そのような社会においては、少数派のベトナム人も

クメール語で暮らしている。また中国人とクメール人の混血が多い（16）。

ホアトゥアン村の60歳以上の農民を対象とした筆者の聞き取り調査におい

ては、20世紀初頭に単身で渡越した華僑が、チャヴィンの町で出会ったベ

トナム人女性と結婚して女性の出身村に住み着いた例が多かった。興味深

いことに、そのような華僑ははじめに生まれた子供を、男女を問わず、で

きるだけ純粋な中国人の血筋を持つ若者と結婚させていた。また中国人を

父に持つ長男がベトナム人女性と結婚した場合でも、生まれた長子をでき

るだけ純粋な中国人の子弟と結婚させる傾向が見られた。中国人の血が混
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じっていることは、彼らの誇りのようである（17）。

村の世帯のほとんどは稲作を主とする農業を生業としたが、VinhBao

は専業漁師もしくは半農半漁が多い。村の北部のキン族世帯には、様々な

小規模家内工業（チャヴィンの町を市場とした地酒、米粉の麺、漁業用の網作り

等）を営む事例もある。

これらに対して先住民族であるクメール人は昔から砂丘の上に住み、地

下水を利用した。ホアトゥアンは昔から飲料用の清水をチャヴィンの町に

供給する「水の村」と言われていたらしい。日常生活に不可欠な水が欠乏

する乾季にあっても、ここでは井戸から真水を汲むことができた。また農

業用水は、砂丘上の畑のそばに掘られた円錐形の大きな穴に湧き出る地下

水を利用した。一般に、デルタはモンスーン気候によって雨季と乾季では

自然状況が一変してしまう。今世紀の初頭まで、デルタのほとんどの新開

地では、１年の半分を占める乾季において、人々は農業を営むことはでき

なかった。掘削された水路沿いの土地をのぞくと、カラカラにひび割れた

広大な大地で人々は居住どころか飲み水の確保すら難しかった。しかし砂

丘は乾季のデルタのオアシスのように緑に包まれ、人々に生産活動を許し

たのであろう。乾季の最終時期、すなわち１年で最もメコン・デルタの土
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表６ Ap別民族状況（1995年10月）

Ap
Kinh（ベト族） Khome（クメール） Hoa（華人）

戸数 人口 戸数 人口 戸数 人口

VinhBao

XuanThanh

KyLa

VinhLoi

BichTri

DaCan

TriPhong

ChangMat

QuiNong

DaHoa

237

338

228

225

49

135

48

331

137

44

1,331

1,581

1,159

1,259

322

680

203

1,757

743

69

6

115

163

129

305

161

374

245

22

515

907

726

1,315

853

2,213

1,469

4

6

16

40

合計

（全人口に占める割合）

1,772 9,104

（53.0％）

1,498 8,020

（46.7％）

10 56

（0.3％）

（出所） ホアトゥアン村役場提供資料．



や空気が乾ききる３月下旬にホアトゥアンを訪れたとき、筆者は砂丘上の

畑に農民が冠水する様を観察した。深さ３m以上、直径５mほどの大き

な逆円錐形の穴がRuongRocやDongTrienに掘られていた。その内側

の傾斜面に作られた階段を降りて、人々は穴の底にたまった水を両肩のジョ

ウロに汲んでは、地表の畑に灌水していた。それはかなりの重労働である。

商品生産が盛んになってきた最近では、こうした収益性の高い畑作物の生

産が盛んである。

チャヴィン市場に近いホアトゥアンでは、畑でとれた野菜を町で行商す

ることはフランス時代から日常的に頻繁に行われていた。キン族は、砂丘

に農地を取得しても水を掘り当てることが困難であったと言うが、現在で

も地下水の豊富なQuiNongやDaCanのクメール人は畑作を熱心に続け

ている。

両方の民族が共存する集落でのクメール族とキン族の棲み分けは、集落

によって異なる。KyLaにおいては集落を２分する道路によって東はキ

ンが多く、西にはクメールが住む。BichTriでは、砂丘上にはクメール族、

コチエン川に注ぐ小川沿いにはキン族がまとまって住んでいる。クメール

族が多い村の南部で例外的にキン族が多数派であるChangMat集落は、

コチエン川に注ぐ河川が東側から砂丘近くに入り込んでいる。この河川沿

いにキン族が入植し、砂丘上に達したと考えられる。

（4） 宗教・公共建造物

現時点におけるこの村の民族別分布状況は、キン族がコチエン川方面か

らコチエン川の支流をさかのぼってチャヴィン内に進出してきた入植の歴

史的経路を、いまだに明瞭に表している。調査で確認した７�所の村の宗

教・歴史建造物は、その建造時期から、両民族の社会形成過程を類推させ

る。ホアトゥアン地域に現存する建物は、クメール族の上座部仏教寺院が

４つ、キン族および中国系の大乗仏教寺院が３つ、キン族の村の政事を行

うディン（亭）が１つである。これらの建設年代について、老人、僧侶、

役人などの聞き取りから次のような結果が得られた。
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まずクメール寺院はKyLa、DaCan、TriPhong、QuiNongの４�所

にある。そのうち最も古いのは、QuiNong寺である。この寺は、フラン

ス時代には QuiNong、DaHoa、その南の PhuocHaoの北半分（旧 Da

Hoa）の各集落のクメール人にとって、精神的中心かつ社会的中心であっ

た（18）。1904年に出版されたフランス期のチャヴィン省モノグラフによれ

ば、QuiNong村のクメール寺はBangDa寺と呼ばれ、その南のKimCau

部落にあるBauMang寺（同省の最高僧侶が居住する）とともに、チャヴィ

ン最古の寺である（19）。ところが聞き取りでは、今から800年以上前の建立

だとする説と400－500年前とする２説があって再調査が必要となった。こ

の寺はシャムから送られたという仏像の台座を所蔵しており、それには仏歴

2137年（16世紀末）の年号が刻まれていた。この寺の周辺スロック（Sroc：ク

メール・クロムの伝統的村落単位）は、植民地時代はたくさんのプム（phum：

クメール族の集落単位）に分かれていた（20）。

次にTriPhongのクメール寺院ChuaKongChey（WatO）の成立年は、

600年以上前の1361年と僧侶は答えている。この寺も、他の寺と同様に仏

領期に修築されている。ChangMatとTriPhongのクメール族が参拝す

る（21）。

また KyLa寺院（WatKoky,WatSelacholathi）は、1666年に BenTre

（コチエン川対岸）から逃げてきたクメールの人々によって建てられたとい

う。フランス時代のKyLaは、コーキール集落（PhumKhoKiyr）と呼ば

れていた。

Da Canのクメール寺院 WatKhoSach Candal（もしくは Wat

Chumprasach）は、1872年に周囲の住民の申請によってカンボジアの王と

フランス政庁の許しを得て建立された（22）。BichTriとDaCanのクメー

ル人が参拝する。DaCanはPhumKhosachCandal（砂の真ん中の集落の意）、

またBichTriはPhumボット・トゥレイ（パーリ語起源の王族用語で子女の

意）とクメール語では呼ばれた（23）。

一方 、XuanThanhには村道沿いのコチエン川側にキン族のDinhがあ

る。正面の入り口の上に城皇境、永順社（VinhThuongXa）、永長村（Vinh
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TruongThon）と銘打ってある。亭のなかには、最近外国に脱出した人々

からの送金リストが掲げてあり、送金のおかげで祭りが盛大に開かれるよ

うになったという。またKyLaのクメール寺院の前の村道を挟んで向か

い側には、キン族のGiacQuan寺がある。村の長老の話では、この寺の

土地ははじめクメール寺院のものであったが、1916年頃にここを訪れたベ

トナム人僧侶が、周辺に住むキン族のために寺を建立した。すぐ近くには

宮処主の観音像が立ち、また寺中にはChauDocに本山のある聖母寺に似

た像がまつられ、外にはクメールの土地神OngTaMieuの石重ねが置か

れている。異民族が隣り合わせに住むここでは、それも当たり前の風景な

のだろうか。

TriPhongの中国人が1911年に私費を投じて建立した廟（亭も兼ねる）

には、関帝がまつられている。またその近くに1940年代に再建された尼寺

LienQuan寺がある。ChangMat集落の最西部に位置する。

これらの建築物（住民生活に今でも活用されている）から想像すると、こ

の地における入植および社会形成の過程は、まずクメール人によって砂丘

の南のQuiNong周辺をコアにおそくとも16世紀末には見られたこと（イ

ンドシナにおける13世紀以降の上座部仏教伝来初期の時代の可能性も残している）、

その後農村社会はTriPhong周辺に拡大し、さらに17世紀後半になると、

コチエン川の対岸のベンチェからクメール人が到来した。こうしたクメー

ル人農業社会が砂丘上でかなりの歳月を経た後に （その期間は

600年から700年間）、ようやくキン族はコチエン川沿いからこれに注ぐ支流

や砂丘の北端に住み着いて19世紀前半に集落を形成し始めた。しかもフラ

ンス時代のクメール社会の日常は、上座部仏教寺院とサンガを中心に、

「伝統的」行政空間であったSroc（村）-Phum（集落）のつながりを保持した

まま存続していたと考えられる。
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Ⅲ ホアトゥアン村の歴史過程

（1） グエン朝期の村落

そもそもキン族がクメール族のプレイノコール（旧サイゴン）を制圧し、

南部地方進出の拠点としたのは17世紀末である。キン族は、その後メコン・

デルタに向かって開拓を本格化させた。約１世紀にわたり、ベトナム人の

自由な開拓の日々が続いた。中国から渡来した明の遺臣も開拓の列に加わっ

た。

やがて19世紀初頭に、現在のベトナム領とほぼ同じ版図をもった政権

（グエン王朝）が越南国を樹立した。このグエン朝第２代のミンマン帝のと

きに初めて、デルタの先住クメール族の村にベトナム式の支配体制が強要

された。19世紀半ばの史料から、クメールの集落は漢字の地名に直されて、

キン族ベトナムの統治機構に組み込まれていることを確認できる。従来の

クメール族のPhum（集落）およびSroc（村）が、ベトナム式のThonや

Xaに編成される過程は明らかにされていない。前述のように、住民意識

の中ではSroc-Phumの空間認識はフランス時代を通して存続していた可

能性が、ホアトゥアンの事例から推察される。

文献によれば、ミンマン時代の急激なベトナムによる政治支配は、クメー

ル世界との摩擦を生んだ。1830年代のチャヴィンにおける両者の戦いは、

当初はクメール族の勝利に終わった（24）。これに対して、コチエン川から

進軍したグエン朝キン族は、ホアトゥアンのKyLa地域に集結した（25）。

KyLaは両者の激しい戦闘の地となったようだ。

フランスがデルタの支配権を奪取した1868年頃の史料によれば、ホアトゥ

アン村の砂丘地域は、グエン王朝楽化府（LacHoaPhu）茶栄県（TraVinh

Huyen）であった。現在のチャヴィン省は、当時はコチエン川側の茶栄県

とハウザン川側の�義県（TuanNgaiHuyen）に分かれていた。茶栄県は、

５つの総（Tong）に分かれ、102の村（XaもしくはThon）を含んだ。この
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102村のうち、現ホアトゥアン村の集落名と類似のものは、栄利総に含ま

れるBichTri、DaCan、DaHoa、KyPhong（TriPhong?）、QuiNong、Than

Mat（ChangMat?）、YLa（KyLa？）の７つである（表７の＊印参照）。

栄利総のこれら20村のそれぞれについて記された東西南北の位置関係を

考慮して図中に表す（26） と、当該地域は図６のようになる。この配置図に
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表７ 1868年栄利総（VinhLoiTong）の村（Xa,thon）

平津村 BinhTanthon

＊碧池社 BichTrixa

錦堆村 CamDoithon

＊多芹村 DaCanthon

＋多穀村 DaCocthon

＊多夭社 DaHoaxa

和睦村 HoaMucthon

金溝村 KimCauthon

＊奇豊村 KyPhongthon

楽義村 LacNgaithon

梅香村 MaiHuongthon

檬樹村 MongThuthon

＋肥堯村 PhiNhieuthon

＊帰農社 QuiNongxa

山榔村 SonLangthon

＊慎密村 ThanMatthon

水澄社 ThuyTrungxa

擇梁村 TrachLuongthon（筆者修正）

長溝社 TruongCauxa

＊綺羅村 YLathon

（注） ＊は現ホアトゥアン地域で，現在のApの地名とほぼ同一の村．xaと

thonの区別が何を意味するか不明．表内のベトナム語名・アルファベッ

ト順はDau氏による．

（出所） NguyenDinhDau,NghienCuuDiaBaTrieuNguyen,VinhLong,TPHCM

1994,pp.168170.

図６ 19世紀前半の村落の位置図（ホアトゥアン地域）

VinhTruong

＊YLa

（VinhLoiTong） （TraBinhTong）

＋DacCoc

＊DaCan ＊BichTri

＋PhiNhieu ＊ThanMat

＊KyPhong

＊QuiNong （TraBinhTong）

AnMy

＊DaHoa

NgaiHung（TraBinhTong）



示したように、ホアトゥアン地域には表７のDaCoc村およびPhiNhieu

村の２村（＋印）も含まれた。

また現在のVinhBaoとVinhLoiもしくはXuanThanhの場所は、栄

利総とは別の茶平総（TraBinhTong）永長村（VinhTruongThon）に含ま

れた。現在のXuanThanh集落にある亭（ディン）に、VinhTruongThon

の文字が残されていたことを想起されたい。19世紀前半に表記されたコチ

エン川右岸流域の茶平総は、北のチャヴィン水路河口部を含み、キン族の

優勢な地域であった。

地簿に記された各村の農地面積は、表８に示した。おおよその水田面積

は、この地域で約1,753mau（858ha）、畑地は約428mau（210ha）と推計さ

れる。もちろん当時の村の領域と現在の各集落のそれは必ずしも一致しな

い。またフランス植民地期の間にも行政区画の変更があった。しかし当時、

この地域の水田と畑作地の合計は、1,000ha以上であったことは確認され

る。それは現在のそれの約２分の１程度に相当する。

（2） フランス植民地期の農業開発と階層分化

フランス海軍はヴィンロンを1867年に支配下に置いて、そこを拠点にチャ

ヴィン・ベンチェ・サデックを１つの監察区とした。その後フランス政庁

は1881年以降にようやく文民統治体制への転換を果たし、メコン・デルタ

を20省に分けて行政機構を整備した。チャヴィン省政府が組織され、82年

から任期２年のフランス人行政官が省都に派遣された。この時代に作られ

たフランス省政府のオフィスは、チャヴィン市中心部の官庁通りに現存す

る（27）。1881年５月にはグエン朝時代の法が全廃され、フランス法の適用

が謳われた（28）。

行政面では、楽化府茶栄県（TraVinhHuyen）栄利総（VinhLoiTong）

は、1876年には栄利上総（VinhLoiThuong）（12村）と栄利下総（VinhLoi

Ha）（14村）に分けられた（29）。当時の人口増加がうかがわれる。また1903

年に編纂された同省のモノグラフには、栄利上郡 VinhLoiThuong

（Canton）のなかに、グエン朝期のKyLa（奇羅）、BichTri（璧池）、DaCan
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（多勤）、ChangMat（慎密）、TriPhong（池豊）、QuiNong（帰農）、DaHoa

（多和）の村々が、アルファベットと漢字表記ですべて現れる。Vinh

Truong（永長）村も茶平郡TraBinh（Canton）に含まれたままである（30）。

つまり20世紀初頭の植民地末端行政機構は、基本的にはグエン朝時代のそ

れをほぼ継承していた。また、フランス期の行政村落にVinhBao、Vinh

Loi、XuanThanhの名はまだない。VinhTruong村を中心としたホアトゥ

アン北部地域の３集落への再編は、1955年以降と推定できる。

フランス政庁は、19世紀末までチャヴィン省内の運河網やハウザン川に

抜ける主要運河の延長に取り組んだ。ホアトゥアン地域の北西部に接する

チャヴィン水路は1876年に天然の川を拡張した５kmの水路で、1884年に

は南のBaThieu運河と、さらに1897年にRachLop運河と繋いでハウザ

ン川に抜ける主要運河の１つになった（31）。交通路の発達が世紀末から20

世紀初頭におけるチャヴィン省内の処女地の開拓に役立ったことは、事実
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表８ グエン朝期ホアトゥアン地域の農地面積推定

（1mau＝4,894.4m2）

Xa・Thon名 公田 畑地（公土）

（VinhLoiTong）

QuiNong

YLa

KyPhong

DaCan

DaCoc

PhiNhieu

DaHoa

ThanMat

BichTri

（TraBinhTong）

VinhTruong

447mau

67

85

174

102

37

326

33

76

＋406

60mau

29

6

30

24

13

118

7

68

＋73

計
1,753mau

（約858ha）

428mau

（約210ha）

（注） VinhLoi総には公田と公土のみ．私田と私土はない

（Dau,op.cit.,p.347）.QuiNongからBichTriは，ibid.,

pp.348355.VinhTruongは，ibid.,p.333.TraBinh

総（VinhTruongthon）の田には公田と私田，畑地に

公土と私土の別あり．私田と私土の面積は不明．



であろう。チャヴィン省全体の水田面積は、1888年から1898年の10年間に

年平均約800haの増加、さらに1898年から1908年のそれは1,900ha�年とな

り、世紀転換期にかなりのスピードで拡大された。しかし次の1908年から

30年には、その拡大ペースは早くも失速した（32）。チャヴィンは輸出米の

生産拡大のための地形的条件が、広大なフロンティアを有したデルタ西部

と比べて劣っていた（33）。

土地の払い下げに関する仏領期の資料によれば、ホアトゥアン周辺地域

では文民統治への転換とともに、未登記地の払い下げと開発申請が1880年

代にすでにいくつか要求されている（34）。それはキン族によるコチェン川

沿いの土地の申請で、その後のチャヴィン省の水路開設に伴って急増する

払い下げ要求の先駆けと見ることができる。

複数の長老とのインタビューによれば、仏領期の末にはこの地域の可耕

地はほとんど開拓されて、農地は現在と変わらない状況に達していたとい

う。その上、土地所有を基軸とした村民の階層分化は相当に進んでいたよ

うである。ホアトゥアンの在村大地主は、KyLa村やQuiNong村、Da

Hoa村のクメール族であったし、キン族ではホアトゥアン村の南のフッ

クハオ村に住む一族が有名だった。さらにチャヴィン省都に住む中国人が

ホアトゥアンのクメール人集落の大地主であった例もある。また中規模の

地主には、チャヴィンに住むフランス人、インド人もいたようである。フ

ランス人、インド人の土地はホアトゥアンの北部に多かったのに対して、

クメール族の在村地主の土地は、村外、省外の広域に及んでいた。彼らは、

チャヴィン省の他の村やときにはソクチャン省のクメール族富裕層と姻戚

関係を結んで、メコン・デルタの大土地所有階層の一角を形成していた。

その子弟は、プノンペンやパリに留学した。KyLaの大地主一族は村政

の長老（HuongCa）や村長（XaTruong）をつとめ、フランス植民地地方

政府の信任も厚かった（35）。

またフランス植民地政府は、クメール人を治安部隊に編成し、村々の巡

視に付き添わせた。ベトナム人の年輩女性は、筆者にその巡視の情景を語

りながらクメール人は恐かったと述べた。教育の面でも、フランス時代に
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はフランコ・アナミット（仏越）およびフランコ・クメール（フランス・カ

ンボジア）学校のそれぞれがチャヴィンの町にあり、裕福な家の子弟が通っ

ていた。初等教育は両民族別々に行われた。インタビューしたほとんどの

クメール男性が、青少年期に出家して村の寺院で修行した経験を有してい

た。またフランス植民地政府は寺院内でのクメール教育を積極的に奨励し

た（36）。

インドシナ戦争中に革命運動に身を投じた農民は、とりわけ現在の

XuanThanhやVinhLoiまたChangMatに住むキン族のかつての小作農

や農業労働者だった。インタビューした老人のなかには、小作料を減免し

ない不在地主を殺害したり、インドシナ戦争末期の1954年以降に逃げ出し

たフランス人やインド人の土地を占拠して分配した人々もいた。クメール

族はそのような激動の時に、フランス側につくか、もしくは立場を積極的

には表明しない場合が多かった。その結果、結局は当時の体制側に取り込

まれて悲劇の運命をたどった人々も多い。

（3） ベトナム共和国期の村落再編と社会的変動

フランス撤退後のメコン・デルタは、ベトナム共和国政府と潜伏したベ

トミン勢力が覇権を争う潜在的な危険地帯となった。共和国政府は、その

なかでフランス時代の南部150村落を56行政村に再編した。ホアトゥアン

での行政機構上の２つの重要な変化は次の通りである。第１に、旧村落の

合併によって新しいホアトゥアン村が誕生する過程で、旧来のXaは自治

集落ApやXomに行政的格下げを被った（37）。第２に、新生ホアトゥアン

Xaの行政区は、コチエン川沿いの旧TraBinh県から切り離したキン族

の旧VinhTruong村を南に続く砂丘上のクメール世界に接合し、また旧

VinhLoiThuong県の南に含まれたクメール族のDaHoa村を２分して、

半分をホアトゥアン村の最南部へ、残りをフックハオ村の最北部に組み込

んだ（38）。

つまり19世紀後半にフランス植民地政府がグエン朝時代から引き継いだ

古い行政区域は切断されて、「独立国家」の行政単位に再編された。ただ
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し新しい行政村Xaが誕生しても、旧来のXaは地縁的共同性を保持した

まま、Ap（自治集落）として現在でも実質上機能している。

行政上の変化のみならず、1955年以降はゴー・ディン・ジエム独裁体制

下でベトナム同化主義の嵐が吹き荒れた（39）。フランス植民地体制に荷担

したクメール人の一部は、ジエムの反共政府に利用されてベトナム革命運

動派と対峙したが、大部分はジエムのベトナム同化主義を強要された。当

時クメール由来の地名はベトナム風に置き換えられた（40）。QuiNong、Tri

Phong、KyLaなどのクメール集落名は、消し去られた。クメールの富裕

層は、仏領期にも増して子弟をプノンペンに留学させた。一般の人々も親

戚を頼ってカンボジアへ移住した例が多い。しかし彼らのほとんどが75年

以降のポル・ポト時代に発生した動乱に巻き込まれて消息不明となった。

ベトナム戦争終了後から始まったベトナム・カンボジア国境戦争への若者

の兵士としての調達、70年代末のカンボジア侵攻にいたる時期に、ホアトゥ

アン地域のクメール人社会が被った緊張は想像するに余りある。

もちろん、キン族内の体制・反体制の確執も、1955年以降の複雑な社会

対立の一要素であった。ベトナム戦争中は村の砂丘の東と西で、勢力は基

本的に２分されていた。コチエン川沿いは革命側、西は政府軍の支配下に

あった。かつてDaCanには戦略村もつくられた。戦禍を逃れようと人々

は砂丘の道路沿いに仮の家を建てて住んだ。長引く戦争の社会的混乱を背

景に、両エスニック・グループともに、土地なし農民の村からの流出が続

いた。こうした激動の時代であっても、60年代の一時的平和と市場経済の

活発化のなかで蓄財し土地を集積した人、70年代はじめのグエン・ヴァン・

チュウ政権下の農地改革で土地を無償で取得した農民も多い。

ベトナム戦争が終結した1975年以後に、ボートピープルあるいは合法的

に同村から出国した人々も多い（41）。統一後、70年代末からこの村でも農

業の集団化がしばらくは試みられた。XuanThanh地区出身の革命派農民

が、生産隊への再編と集団化についてApごとに指導した。しかしこの試

みは80年代はじめには放棄された。集団化の過程で自分の土地を失った人、

その一方で土地を取得することができた人もいる。
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一方、VinhLoi集落では、戦争の荒れ地や所有権の放棄地に、村外か

らの入植者を多く受け入れた。VinhLoi地区にこれを機に入植したのは

キン族であり、ホアトゥアンにおけるキン族の人口比率を増大させた。す

でに述べたように、VinhLoi周辺の土地は塩分土壌と水不足によって、

農業条件が最も劣る地域である。現在はその低地に水路の建設が進められ、

コメの二期作化をめざす努力が続けられている。

フランス撤退後の農村変動は大変に複雑な要素を含んでいる。1955年か

ら75年、あるいは75年以降に農民諸階層はどのような変化を被ったのか、

さらに詳しい調査が必要である。ここでは、植民地時代に形成された諸階

層が解体し、キン族主導の社会変動が続いていることを確認するだけにと

どめたい。

むすびにかえて

本稿はデルタの特色ある地形区分上の村を研究事例とし、その個別史を

描き出すことで、メコン・デルタ農村社会の一断面を明らかにすることを

目的とした。チャヴィンの当該調査村は、1997年にバサック川以西のカン

トー省で調査した運河社会に続いて筆者のメコン・デルタ農村第２の研究

事例である。

典型的な海岸複合地形の砂丘上に位置するホアトゥアン村では、農業に

適した自然条件の有り様によって、開拓はまず砂質の土壌と豊富な地下水

を有する砂丘上から、砂丘斜面へ、続いて塩分土壌の問題を克服できた低

地へ進んだと考えられる。先住民族クメール社会は、ホアトゥアンで最も

農業と居住条件が良い砂丘上に存在した。キン族は19世紀初頭にこの地域

に進出した。全体として19世紀半ばからの約150年間に農地は２倍以上に

開墾されたと考えられる。農業条件の劣る砂丘列の間の低地が積極的に開

墾された。この場合、植民地期の水田開発の進展のなかで、西部デルタで

見られたようなクメール族の離散現象はホアトゥアンでは起きなかった。

キン族が村の多数派になるのは、植民地期の終了以後と思われる。
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ホアトゥアンでは、1930年代には域内のフロンティアはほぼ消滅した。

フランス植民地期において両民族社会はともに、少数者による土地集積と、

零細・土地なし農民の増大による大地主・小作関係を発展させた。とりわ

けクメールの在村大地主は、植民地地方政府への協力およびデルタの他の

クメール社会富裕層との姻戚関係を強めた。またフランス植民地政府の民

族政策はエスニック・グループの分離を基本とし、クメール族を植民地権

力の傭兵に利用した。デルタの砂丘上農業地域におけるキン族の進出が緩

慢なペースにとどまった要因として、クメール社会の農業立地の優位性と

階層化の進展、およびフランス支配の影響が大きかったと考えられる。

フランス植民地時代は、砂丘上のクメール社会およびコチエン川沿いに

入植したキン族社会双方の行政的配置は、前植民地期のままに継承された。

これに対して、1955年に誕生するベトナム共和国政府は、ホアトゥアン地

域のベトナム（キン族）化を目指した行政再編を実施する。独立以降のベ

トナム民族主義と、主としてキン族内の社会改革をめぐる覇権闘争によっ

て引き起こされる社会混乱が、砂丘上のクメール社会に与えた衝撃は大き

かった。クメール社会は以前にも増してカンボジアとの結び付きを強める

こととなった。ホアトゥアンのクメール社会が、寺とサンガを中心とする

クメールの社会的・精神的紐帯をどのように保ったかはなお不明な点が多

い。今後は、農村社会内部の社会調査が現地政府によって許可されること

を願いたい。

一方、フランス植民地時代の末期から反植民地主義、革命運動に身を投

じたのは、農業の自然条件に恵まれず、不在地主の土地を耕作していたホ

アトゥアン村北部のキン族の人々であった。インドシナ戦争の終了後に不

在地主の土地を積極的に再分配したのは彼らであり、ベトナム戦争終了後

に荒廃地の新経済区に入植したのもほとんどキン族の人々である。

ホアトゥアン村の研究は、メコン・デルタ農村の多民族社会に、新たな

光を当てるものである。従来の内外における研究、および文書館に保存さ

れた１次史料からでは知り得ない事実が、現地調査によって少なからず発

見できた。チャヴィンの歴史は、メコン・デルタの開拓を担った諸民族の
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複雑な関係史を体現すると同時に、インドシナ近現代史における重要なカ

ンボジア・ベトナム関係の底辺の諸問題に通じている。筆者は、メコン・

デルタ農村の多民族間関係の史的研究をここ数年間は継続して行うつもり

である。
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